


下校時（23.11）

　この絵を描いていたら同僚が覗いて、「昭和や
なぁ」といいました。「いやいや、今や。きのう
見てきたやつや」と応えましたが、そういえば子
どもたちの格好は40年前から変わっていません。
重いランドセルに水筒、遊んでよれよれになった
ようなズボン。子どもたちの状況、子育ての現在
は確かに40年前から豊かになってはいない、と
描きながら気づきました。
　今朝、保育所前で子どもを預ける様子を見てい
たら、お母さんたちの表情がみなすごく厳しい

のにびっくりしま
した。あわただし
い、出勤に1分を
争う時間帯なので
仕方がないのかも
しれませんが。で
も夕方になり、友達とじゃれあいながら元気に帰
る様子、バギーを押すお母さんの様子も明るく、
これも確かに40年前も同じで少しほっとします。
� （文・絵　内山進）
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［　特　集　］  

保育現場から考える�
大阪の子育て子育ち環境

─少子化克服も視野に─

今回の特集では、「おおさかの子育て子育ちの環境」をテーマとしました。1990年の

「特殊出生率1.57ショック」以来30年以上経っても、政府による「少子化対策」はその効

果を上げていません。

子どもを産み育てる基礎的な条件のひとつである保育・学童保育の需要は高まってい

ますし、そのサービスの供給は、数の上では進んでいます。

しかし、保育や学童保育の民営化が進む中で、「発達保障」や「生きる力の育成」など

の大切な部分が後景に追いやられ、「英語教育」等に見られるように、保育の商品化が進

んでいる現状ではないでしょうか。

冒頭の中山論文では、少子化の実態と政府の対策の問題点や克服に向けた課題を明ら

かにした上で、その課題の最後に自治体の公的責任について、述べています。

続く杉山論文では、保育・子育ての公共性と、ケア労働の評価」として、子どもの人

権の視点から、今現場で進められている民間委託や営利化と、そのもとでのケア労働者

の処遇改善が不可欠となっていることを指摘しています。

また、府下自治体で最も早く公立保育園の民営化が進められてきた堺市の保育現場の

労働組合からは、労働組合の基本的立場としては「民間委託反対」を掲げつつ、保護者

との共同をもとに、「子どもの育ちを保障する」という一致点を踏まえた自治体当局と

の協議の場をつくり、それを通じて「公立園の役割と存続」「委託先での保育体制の確

立」を進めている取り組みがレポートされています。

また、松本論文では、学童保育における公共性が、民間委託による「商品化」などで

弱められるもとで、「こども基本法」による「子どもの権利保障」の観点から、子どもや

保護者が主体として関わる事業への発展と、それを保証する自治体の責務について述べ

ています。
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少
子
化
の
状
況

政
府
は
異
次
元
の
少
子
化
対
策
を
進
め
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
は
少
子
化
が
想
定

以
上
に
進
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、

少
子
化
の
状
況
を
概
観
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
２
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
お
お
よ

そ
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の

数
）
は
１
・
26
で
、
統
計
を
取
り
始
め
て
か
ら

最
低
に
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。

ま
た
２
０
２
２
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
77

万
７
４
７
人
で
、
こ
れ
も
統
計
を
取
り
始
め
て

か
ら
最
小
の
値
で
す
（
図
２
）。

１
９
９
０
年
の
出
生
数
は
１
２
２
万
人
、
２

０
０
０
年
は
１
１
９
万
人
（
10
年
間
の
減
少
率

３
％
）、２
０
１
０
年
は
１
０
７
万
人
（
減
少
率

10
％
）、
２
０
２
０
年
は
84
万
人
（
減
少
率
21

％
）
と
加
速
度
的
に
出
生
数
が
減
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
１
月
～
７
月
の
出
生
数
も
昨
年
よ

り
４
％
程
度
減
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
で

少
子
化
対
策
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

特 集

中
山
　
徹

奈
良
女
子
大
学
教
授

図２　出生数の変化（日本人、人）
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は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
な
か
で
、
社

会
を
維
持
し
持
続
し
て
い
く
た
め
に
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
リ
ス
ク
を
感
じ
な
が
ら
働
き
続
け
て

く
れ
て
い
る
職
業
に
あ
ら
た
め
て
社
会
の
関
心

が
集
ま
り
「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
が
市

民
の
会
話
の
中
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
担
う
職
業
の
代

表
は
「
医
療
従
事
者
」、
運
送
・
配
送
に
携
わ
る

人
、
保
健
師
・
生
活
相
談
や
介
護
・
福
祉
等
の

分
野
で
働
く
方
々
、
保
育
士
な
ど
で
す
。
社
会

イ
ン
フ
ラ
に
係
る
職
業
・
仕
事
も
入
る
で
し
ょ

う
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
具
体
的
な
姿

を
保
育
を
事
例
に
み
て
み
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
急
激
に
感
染
拡
大
を
起
こ
し

た
と
き
、
市
町
村
は
保
護
者
に
保
育
所
利
用
の

自
粛
を
要
請
し
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
、
介
護

・
福
祉
の
従
事
者
や
仕
事
を
休
め
な
い
人
が
い

る
た
め
に
保
育
所
を
休
所
せ
ず
に
三
密
（
密

集
、
密
接
、
密
閉
）
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫

し
消
毒
を
こ
ま
め
に
行
っ
て
保
育
を
実
施
し
ま

し
た
。
保
育
は
日
々
の
保
護
者
の
生
活
を
支
え

る
こ
と
で
社
会
の
維
持
と
継
続
を
担
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
仕
事
は
、
営
利
の
た
め
で

は
な
く
公
共
的
な
目
的
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
保
育
の
公
共
性
に
つ
い
て
い
く

つ
か
の
視
点
か
ら
考
察
し
ま
す
。

Ⅰ　
子
ど
も
の
人
権
と
公
共
性

⑴　
保
育
を
受
け
る
権
利

保
育
は
、
第
一
義
的
に
子
ど
も
の
人
権
を
保

障
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
人
権
の
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
子
ど
も
は
、
憲
法

25
条
で
「
す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な

最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
生

存
権
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
児
童
福
祉
法
24

条
１
項
で
「
市
町
村
は
、
こ
の
法
律
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
保
護
者
の
労
働
又
は
疾
病
の
そ
の
他
の
事

由
に
よ
り
、
そ
の
監
護
す
べ
き
乳
児
、
幼
児
そ

の
他
の
児
童
に
つ
い
て
保
育
を
必
要
と
す
る
場

合
に
お
い
て
…
…
当
該
児
童
を
保
育
所
に
お
い

て
保
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
市
町
村
に

保
育
の
実
施
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
保
育
を
受
け
る
権
利
を
条
文
に
書
き
こ
ん
で

は
い
な
い
が
市
町
村
の
保
育
実
施
義
務
の
対
と

し
て
保
育
を
受
け
る
権
利
が
措
定
さ
れ
て
い
る

と
理
解
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

市
町
村
は
、
子
ど
も
の
保
育
を
受
け
る
権
利

を
具
体
化
す
る
た
め
に
保
育
所
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
町
村
は
、
保
育
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
を
直
接
公
立
保
育
所
に
入
所
さ

せ
る
か
、
民
間
保
育
所
に
入
所
さ
せ
る
こ
と
で

保
育
・
子
育
て
の
公
共
性
と 

ケ
ア
労
働
へ
の
評
価
・
課
題

特 集

杉
山
隆
一

大
阪
保
育
研
究
所
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特集●保育現場から考える大阪の子育て子育ち環境

は
じ
め
に 

─
堺
の
保
育
・
子
育
て
の
現
状

堺
市
は
現
在
、
人
口
約
81
万
人
の
政
令
指
定

都
市
で
す
。
公
立
保
育
所
は
、
２
０
０
１
年
か

ら
順
次
民
営
化
さ
れ
、
39
か
所
あ
っ
た
施
設

（
旧
美
原
町
立
保
育
所
３
か
所
を
含
む
：
２
０

０
５
年
２
月
、
美
原
町
と
合
併
）
が
現
在
16
か

所
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
４
月
に
は
、

す
べ
て
の
公
立
保
育
所
が
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
し
ま
し
た
。
公
立
幼
稚
園
は
そ

の
ま
ま
幼
稚
園
と
し
て
存
続
し
保
育
所
の
み
が

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
、
運
営
は
保
育
所
職

員
（
保
育
教
諭
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
運
動
の
な
か
で 

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

◯
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
願
う
保
護
者
の

思
い
に
寄
り
添
う
（
堺
保
育
連
動
連
絡
会
と

協
力
し
合
う
）

◯
保
育
現
場
の
課
題
と
職
員
の
要
求
を
つ
か
む

（
ア
ン
ケ
ー
ト
や
職
場
集
会
で
意
見
を
出
し

合
う
）

◯
地
域
の
子
育
て
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
知
る
（
実

態
調
査
等
を
行
う
）

◯
市
当
局
と
は
対
立
す
る
の
で
は
な
く
、
労
使

で
公
立
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討

会
を
開
催
す
る
。

こ
の
検
討
会
で
は
、
労
使
で
「
堺
市
の
保
育
、

子
育
て
の
実
態
を
つ
か
む
」「
保
育
施
策
推
進

の
た
め
に
、
公
立
保
育
施
設
と
そ
こ
に
働
く
職

員
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
え
、
知
恵
を
出
し

具
体
化
す
る
」
こ
と
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
伴
い
、
労
働
組
合
か
ら
は
施
設
改
善
や
人
員

確
保
等
の
条
件
整
備
を
要
求
し
ま
し
た
。

保
育
所
民
営
化
に
関
わ
る
経
過
と
要

求
運
動
の
到
達
点
に
つ
い
て

① 　
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
働

き
続
け
ら
れ
る
保
育
所
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

堺
市
で
は
、
１
９
２
９
年
、
託
児
所
（
保
育

所
の
前
身
）
を
設
置
し
、
以
降
増
設
し
て
い
き

ま
し
た
。
戦
後
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
も

と
で
、
１
９
４
７
年
児
童
福
祉
法
の
制
定
に
伴

い
、
託
児
所
は
保
育
所
へ
切
り
替
え
ら
れ
ま
し

た
。当

時
の
保
育
所
は
、
救
貧
対
策
と
し
て
の
性

格
が
強
く
、
労
働
組
合
は
、
保
護
者
組
織
を
含

む
堺
保
育
運
動
連
絡
会
と
協
力
し
合
い
、
保
護

者
の
願
い
や
職
員
の
意
見
を
集
約
し
て
市
に
要

求
と
し
て
あ
げ
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
、

新
た
な
保
育
事
業
や
施
策
の
実
現
に
つ
な
が
る

よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
、
教
育
・ 

保
育
の
質
の
向
上
と
施
策
の
拡
充
を
め
ざ
す

特 集

堺
市
保
育
所
職
員
組
合
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Ⅰ　
学
童
保
育
に
お
け
る
公
共
性
と

課
題

⑴　
学
童
保
育
の
公
共
性
の
構
造

今
回
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
に
あ
る
「
学
童
保

育
の
公
共
性
」
に
つ
い
て
は
、
代
田1

が
、
こ
れ

ま
で
の
学
童
保
育
の
成
立
過
程
を
踏
ま
え
「
①

法
令
等
に
よ
り
制
度
化
さ
れ
た
も
の
（
ニ
ー
ズ

の
権
利
へ
の
翻
訳
：
国
家
的
公
共
性
）」
と
、

「
②
当
事
者
が
共
通
の
関
心
ご
と
や
問
題
を
め

ぐ
っ
て
、
異
な
る
複
数
の
価
値
や
意
見
を
前
提

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
形
成

す
る
も
の
（
新
し
い
ニ
ー
ズ
解
釈
：
市
民
的
公

共
性
）」
の
「
二
つ
の
次
元
」
で
と
ら
え
る
必
要

性
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
国
家
的
公

共
性
」
と
「
市
民
的
公
共
性
」
の
関
係
性
を
「
新

し
い
ニ
ー
ズ
解
釈
は
、
民
主
的
な
意
思
決
定
の

手
続
き
を
経
て
、
そ
の
ニ
ー
ズ
は
や
が
て
新
し

い
権
利
へ
と
翻
訳
さ
れ
る
」
あ
る
い
は
「
す
で

に
承
認
さ
れ
て
い
る
権
利
に
新
し
い
解
釈
が
与

え
ら
れ
る
」
と
構
造
化
し
て
い
ま
す
（
図
１
参

照
）。

⑵　
市
民
的
公
共
性
と
保
育
の
質

さ
ら
に
代
田
は
「
当
事
者
に
よ
る
自
己
統
治

（
＝
自
治
）
と
し
て
公
共
的
価
値
の
定
義
と
実

現
が
行
わ
れ
、
そ
の
公
共
的
価
値
が
国
家
に
要

求
さ
れ
、
法
令
な
ど
の
よ
り
普
遍
的
な
権
利
と

し
て
具
現
化
さ
れ
る
」
仕
組
み
を
踏
ま
え
、
保

育
の
質
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
当
事
者

（
子
ど
も
と
保
護
者
）
が
主
体
的
に
参
画
し
、
市

民
的
公
共
性
を
創
造
す
る
“
権
利
と
し
て
の
学

童
保
育
”
の
構
成
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

べ
き
で
あ
る
」
と
、
保
育
の
質
保
障
に
お
け
る

「
市
民
的
公
共
性
」
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い

ま
す
。

⑶　
市
民
的
公
共
性
の
変
化
と
課
題

学
童
保
育
は
当
事
者
ら
に
よ
る
願
い
と
運
動

に
よ
っ
て
、
児
童
福
祉
法
へ
の
法
制
化
（
１
９

９
７
年
）
や
、
設
備
運
営
基
準
や
運
営
指
針
の

策
定
（
２
０
１
５
年
）
な
ど
、「
国
家
的
公
共

性
」
を
獲
得
し
、
市
町
村
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
学
童
保
育
に
お
い
て
、
当
事
者
が

学
童
保
育
に
お
け
る
公
共
性
の
確
保
と

自
治
体
の
責
任

特 集

松
本
歩
子

京
都
教
育
大
学

図１　学童保育の公共性構造

（代田
1
をもとに筆者が作成）
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自治体問題研究所創立60年自治体問題研究所創立60年
大阪自治体問題研究所創立50年大阪自治体問題研究所創立50年

記念特集記念特集

改めて歴史と役割ふまえ、改めて歴史と役割ふまえ、
自治研活動を地域から広げよう自治研活動を地域から広げよう

おおさかの住民と自治
編集委員会

２
０
２
３
年
は
、
自
治
体
問
題
研
究
所
創
立

60
年
、
大
阪
自
治
体
問
題
研
究
所
創
立
50
年
の

年
に
当
た
り
ま
す
。「
お
お
さ
か
の
住
民
と
自

治
」
誌
で
は
、
２
０
２
３
年
５
月
特
集
号
で
の

第
１
回
を
皮
切
り
に
、
年
３
回
発
行
し
て
い
る

特
集
号
で
、２
０
２
４
年
５
月
号
ま
で
、「
自
治

体
問
題
研
究
所
60
年
・
大
阪
研
50
年
の
歩
み
」

に
つ
い
て
、
４
回
の
特
集
を
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

２
０
２
３
年
５
月
号
・
９
月
号
の
第
１
回
・

第
２
回
で
は
、
自
治
研
運
動
の
創
成
期
か
ら
こ

の
運
動
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
宮
本
憲
一
先
生

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
内
容
を
記
録
す
る
形
で
、

特
集
を
組
み
ま
し
た
。

当
初
自
治
体
労
働
組
合
の
組
織
内
の
運
動
と

し
て
産
声
を
上
げ
た
自
治
研
活
動
が
、
そ
の
取

り
組
み
の
幅
を
「
地
方
自
治
を
住
民
の
手
に
」

と
大
き
く
広
げ
、
１
９
６
３
年
に
は
自
治
体
労

働
者
・
地
方
自
治
関
係
の
研
究
者
・
そ
し
て
地

域
の
住
民
運
動
の
担
い
手
で
構
成
す
る
、
自
治

体
問
題
研
究
所
の
創
設
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
。

そ
し
て
こ
の
運
動
こ
そ
が
革
新
自
治
体
を
作

り
出
し
、
発
展
さ
せ
る
大
き
な
原
動
力
に
な
る

と
と
も
に
、
地
方
自
治
に
関
わ
る
研
究
領
域
を

大
き
く
広
げ
て
き
た
こ
と
。

そ
の
一
方
で
革
新
自
治
体
が
衰
退
し
て
い
っ

た
主
体
的
課
題
と
し
て
、
住
民
本
位
の
行
政
を

継
続
し
て
い
く
上
で
必
要
な
経
済
政
策
の
提
起

が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
住
民
自
身
が
地

方
政
治
に
対
し
て
受
け
身
に
な
ら
ず
、
主
体
的

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
弱
さ
な
ど
が
あ
っ

た
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回
の
特
集
で
は
、
前
段
で
、
１
９
８
０

年
代
初
頭
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
新
自
由
主
義
の

経
済
政
策
が
日
本
で
も
具
体
化
さ
れ
、「
小
さ

な
政
府
、
小
さ
な
自
治
体
」
な
ど
を
合
言
葉
に
、

国
政
や
地
方
政
治
の
中
で
「
行
政
改
革
」
と
し

て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
、
職
員
削
減
、

事
業
の
民
間
委
託
な
ど
が
本
格
化
し
た
こ
と
。

こ
れ
に
対
し
て
、
自
治
体
問
題
研
究
所
や
大
阪

自
治
体
問
題
研
究
所
が
、
民
主
的
自
治
体
建
設

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
中
で
運
動
の
す

そ
野
を
広
げ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
触
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
後
段
で
は
、
政
府
に
よ
る
「
平
成
の

『
押
し
付
け
』
合
併
」
の
大
阪
で
の
取
り
組
み
の

到
達
点
と
、
そ
の
中
で
、
大
阪
自
治
体
問
題
研

究
所
と
大
阪
の
自
治
体
労
働
組
合
が
果
た
し
た

役
割
を
中
心
に
、
当
時
こ
の
運
動
に
深
く
関
わ

っ
て
こ
ら
れ
た
柏
原
先
生
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

第３回
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Ⅰ　

 

平
成
の
市
町
村
合
併
と
は
何
だ

っ
た
の
か
？

本
稿
で
は
、
大
阪
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る

「
平
成
の
市
町
村
合
併
」
を
振
り
返
り
ま
す
。

平
成
の
市
町
村
合
併
と
は
、
１
９
９
９
年
４

月
の
兵
庫
県
篠
山
市
（
現
・
丹
波
篠
山
市
）
の

合
併
成
立
に
端
を
発
し
、
２
０
０
６
年
３
月
ご

ろ
ま
で
に
進
め
ら
れ
た
市
町
村
合
併
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
１
９
９
７
年
の
合

併
特
例
法
改
正
（
篠
山
市
合
併
に
も
遡
及
適

用
）
の
も
と
で
、
改
正
前
か
ら
あ
っ
た
、
定
数

特
例
や
在
任
特
例
と
い
っ
た
議
員
定
数
に
関
す

る
激
変
緩
和
措
置
に
く
わ
え
て
、
地
方
交
付
税

の
削
減
に
つ
い
て
の
激
変
緩
和
措
置
（
合
併
算

定
替
10
年
）、
合
併
に
と
も
な
う
公
共
事
業
を

対
象
と
し
て
95
％
を
起
債
し
、
そ
の
70
％
を
交

付
税
措
置
す
る
合
併
特
例
債
と
い
う
、
促
進
策

（
ア
メ
）
の
も
と
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

政
府
は
合
併
後
の
市
町
村
数
を
１
０
０
０
、

合
併
特
例
債
の
期
限
を
２
０
０
５
年
３
月
末

（
の
ち
に
一
年
延
長
）
と
定
め
、「
バ
ス
に
乗
り

遅
れ
る
な
」と
国
策
と
し
て
推
進
し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
の
小
規
模
自
治
体
分
へ
の
段
階

補
正
が
縮
小
さ
れ
る
な
ど
財
政
的
な
締
め
付
け

が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
分
権
の
受
け
皿
と
し

て
の
市
町
村
は
総
合
行
政
体
で
あ
り
、
小
規
模

な
ま
ま
で
残
っ
た
自
治
体
は
、
府
県
が
権
限
を

代
行
す
る
か
、
隣
接
自
治
体
の
内
部
団
体
に
な

る
と
い
っ
た
時
の
地
制
調
会
長
の
私
案
（
西
尾

私
案
）
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
（
ム
チ
）。
合
併

は
、
特
に
小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て
よ
り
強
制

的
な
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
１
９
９
９
年
４
月
の
改
正
合
併

特
例
法
施
行
時
に
全
国
に
３
２
３
４
存
在
し
た

市
町
村
は
、
合
併
特
例
法
の
経
過
措
置
（
合
併

特
例
債
発
行
期
限
）
が
終
了
し
た
２
０
０
６
年

３
月
に
は
１
８
２
１
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

先
の
政
府
目
標
に
は
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、

相
当
な
数
の
自
治
体
が
消
滅
し
、
地
方
で
は
地

域
の
衰
退
に
拍
車
を
掛
け
た
こ
と
で
、
全
国
町

村
会
は
合
併
を
否
定
的
に
総
括
し
ま
し
た
。

政
権
与
党
か
ら
も
地
方
議
員
の
大
幅
な
減
少

が
選
挙
基
盤
を
縮
小
し
た
こ
と
か
ら
、
市
町
村

合
併
は
積
極
的
に
国
策
と
し
て
推
進
す
る
も
の

か
ら
、
市
町
村
の
自
主
的
な
合
併
を
支
援
す
る

と
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
、
合
併
特
例
法
は
改
正
さ

れ
、
ア
メ
と
し
て
の
合
併
特
例
債
は
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
議
員
の
在
任
特
例
・
定
数
特
例
な
ど

の
激
変
緩
和
措
置
は
現
在
に
至
る
ま
で
存
続
し

て
い
ま
す
。

少
し
俯
瞰
し
ま
す
と
、
２
０
０
０
年
の
第
一

次
分
権
改
革
（
分
権
一
括
法
）
に
至
る
過
程
で

は
、
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
の
合
併
議
論
は
一

定
封
印
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
政
府
か
ら
の
構

造
改
革
路
線
の
圧
力
が
強
ま
り
、
機
関
委
任
事

務
の
廃
止
や
、
国
と
地
方
の
対
等
な
関
係
の
構

築
や
国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
な
ど
の
司
法
的

紛
争
処
理
と
い
っ
た
「
成
果
」
を
自
治
体
運
営

に
ど
う
生
か
す
の
か
と
い
う
議
論
を
す
る
矢
先

に
、
小
泉
内
閣
が
成
立
し
、
新
自
由
主
義
に
基

づ
く
、
地
方
自
治
構
造
改
革
路
線
に
大
き
く
舵

を
き
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

合
併
に
続
い
て
、
三
位
一
体
の
改
革
、
集
中

改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
定
員
管
理
、
財
源
や
人
的

資
源
の
再
配
分
を
伴
わ
な
い
義
務
付
け
、
枠
付

け
の
撤
廃
、
交
付
税
の
補
助
金
化
な
ど
は
、
集

権
化
へ
の
動
き
と
も
言
え
ま
す
。

第
一
次
分
権
改
革
の
成
果
を
活
用
し
て
自
治

体
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
議
論
の
出
ば
な
を

 �
押
し
つ
け
合
併
に
抗
っ
て�

　
─
大
阪
に
お
け
る
平
成
の
市
町
村
合
併

�
柏
原
　
誠
（
大
阪
経
済
大
学
准
教
授
）
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■「
ス
ポ
ー
ツ
を
政
治
利
用
す
る
な
」

１
９
８
５
年
以
来
、
38
年
ぶ
り
と
な
っ
た
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
日
本
一
に
大
阪
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
・
リ
ー
グ
も
オ

リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
が
優
勝
し
、
野
球

フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
こ
の
日
を
待
ち
望

ん
だ
フ
ァ
ン
の
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

そ
の
盛
り
上
が
り
に
水
を
差
し
た
の
が
、
11

月
23
日
に
実
施
さ
れ
た
兵
庫
・
大
阪
連
携
「
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
、
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー

ズ
優
勝
記
念
パ
レ
ー
ド
」
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

多
く
の
フ
ァ
ン
や
府
民
が
「
パ
レ
ー
ド
で
お
祝

い
し
た
い
」「
大
阪
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
思

っ
て
い
た
で
し
ょ
う
し
、
パ
レ
ー
ド
を
開
催
す

る
こ
と
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
吉
村
知
事
が

「
府
費
を
投
入
し
な
い
」
と
公
言
し
、
資
金
は
ク

大 手 前
通 信 78

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
企
業
の
協
賛
で
行

う
と
し
、
実
行
委
員
会
の
主
催
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
実
行
委
員
会
に
は
、
大
阪

府
も
入
っ
て
お
り
、
実
質
の
運
営
は
府
職
員
が

担
い
、
担
当
部
局
の
職
員
が
相
当
な
過
重
労
働

を
強
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
に
は
「
２
０
２
５
年
大
阪

・
関
西
万
博
５
０
０
日
前
！
」
と
い
う
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
も
つ
け
ら
れ
、「
阪
神
・
オ
リ
ッ
ク
ス

の
優
勝
を
政
治
利
用
す
る
な
」
と
の
批
判
の
声

も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

■
突
然
の
１
５
０
０
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請

そ
う
し
た
中
、
10
月
19
日
に
は
、
実
行
委
員

会
は
府
民
文
化
部
を
通
じ
て
、「
優
勝
記
念
パ

レ
ー
ド
」
で
の
来
場
者
対
応
（
来
場
者
誘
導
、

迂
回
路
の
案
内
、
交
通
規
制
時
間
の
案
内
等
）

の
た
め
、
府
職
員
約
１
５
０
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
す
る
と
通
知
し
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
、
一
般
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集
で
は
な
く
、
府
職
員
を
前
提
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
募
集
や
集
約
方
法
に

つ
い
て
も
、
各
所
属
単
位
で
周
知
し
、
参
加
者

を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
指
示
が
あ
り
、
通
常
の

業
務
に
よ
る
指
示
命
令
系
統
を
利
用
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
通
知
に
よ
る
と
、
拘
束
時

間
は
約
７
時
間
、
食
事
・
交
通
費
の
支
給
も
し

な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
要
員
等
に
つ
い
て
は
、
警
察
等
の
関

係
機
関
と
も
十
分
に
連
携
し
、
参
観
者
の
安
全

・
安
心
を
最
優
先
に
考
え
対
応
す
べ
き
で
す
。

そ
の
う
え
で
、
ど
う
し
て
も
府
職
員
を
配
置
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
は
な
く
、
業
務
と
し
て
指
示
す
べ
き
で
す
。

大
阪
府
関
係
職
員
労
働
組
合
執
行
委
員
長　

小
松
康
則

阪
神
・
オ
リ
ッ
ク
ス
優
勝
パ
レ
ー
ド
を
振
り
返
っ
て
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